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1,諸 言

挿 木1瀾 ず る研 究 は種 々行 はれ てゐ るボ 、概 惹の活着 可ftgdi最 小

限 界 に就 い ての 報舌 は あ ま ク な い様 て紮ある 。挿 穗 の少 い時 に その樹

種 愛大 量lc且 迅i壼 に票 する場 合 にぱ,こ の 間題 は可成 り重要競 寸べ

き事 柄 ζ.あ り 、殊 に特 用樹 種 の楠 ホ に ょ る噌 殖 に就 い て は 、そ の劃



用 に鑑 み 。活 看 可 能 の最小隈 界 き明 ら カ・に して置 くの ま大 切 な 學 ご

あ る 、,

從 來 ドロ ノ ギ類 の 造林 汰 は埋 幹 厘i条 、樺 斡 締 燐 の 讃 法 童用 ひ

て居 り 、造 林 の最 も 困 難視 さ れて ゐ る 莞灘 翅乞 渠岸 、河 岸 等d乙行 嬉

耗 て ゐ た。 本実 鹸 に1ま満洲 、蒙 彊遊 方 ご砂 立 造林 、地 隙 造・材く等 に・建

肩 され 、驚異 釣奴 果 を蟻 ウ レ ζ∂適 三乏 ン ドロ(秘 帥 ・廊 翻

)を 用 ひr:、

此 の シモ ニ ー ドロに薪 て、葎 穗 の活着 可輩 の最 承 を求 め る と こ ろ

、こ重 莫 芝ζ置 ぎ.こ 醸 占共 じ甚 物 生 長 ホ ノレモ ン堤理,ど の発 オ艮箇所 、

莱i芽の 発二隷 ご及!ま'す景多響,土 鷹 と発 二狼 と の関係 .カ ル ズ 形 成 と墨 才艮

との 関係,貯 藏 澱 粉 ど発 ま庭占の関1奈 ・発 二根 の解 源等 挿 太 一一般 に競 て

の実 鹸 ・を行 つ た

Ⅱ.材 料及び方法

本 実 験 に1諦 モ二 一一F'ロ(ρopvlむs蜘 面D(註 ・→k用tb!次 の

六 に っ き実 験 を行 った ・

実 瞼 一一

通 常 の方 法 を用 ひ て,才 輔.の 活 蓄可 熊 の最 爪 左求 め ん 占 した 室.

の で あ る 。就 新 は径0.2Cl,t,長 さ2α ユを最 小 と し、脛i、Oc彊,長

E8㎝ を最 大 と す る各 組 合 亡 を華 った 。

但.供 試本 数 を径,長 さ共 に.小 な る浮 に多 くど り,大 な るに 從

び 少 くと/フた.土 震 は砂 土,赤 土,翻 上 の 三種 丸用 ひ た 。

調 査 期 聞iま,nFI召」和19一年一〇月が ら昭和20年4月 まで ごあ っ た・.

案 瞼 二 、

分 割 を行 つた即 ち樹 幹 の髄 奮還 っ て二等 分 し乃薄 と.文 そ π磁

二 奪 分 レて囚 馨 発 した穂 ど の両方 に就 て行 つ た 。

各,に つ ・】て豫措 耶 右各 麓 生 長 加 レモ ン膚 理 を実 施 し蔦 便 用 し
(詰三)

た生 長 ホ ル モ ンの蓮 類 は沃 素(諦 ノニ)ア ル フ ア ・ナ ブダ リ ン醗栖麩。
笹 匝)_一

ヘデロオウキンン の 三蓮τあ つ鶴 各生長 ホ ノレ覧 ンε2つき濃 皮 左三 ρわけ島



淡麦 ウ農 曳 低 羨 艮と レ・ぞの9き]合 は次 の如民 ビ あ5・

高濃度(%)中 濃 凄 く%)低 農 度(%)

妻天こ 素0・167、0.」380・ ユ

多 ㌻ う儲 最0,・2α 。・5・ …2

篶 ヲ ウ … 封 ◎・・。6・ …2

堤建 蒔 聞 は何 れ も241痔 闇 で＼}受漬法 を用 ひ、薦 〕慶後水 洗 せ ず し て

直接 挿 した 。土 壊 ぱ赤 土.砂 土.圃 土 の三穂 左用 ひ た 。

調 査期 韻 は,砂 土 、赤 土 は.昭 和21年3膚 下旬 か ら5月 下旬 ま で

で あ り

圃 土は 職 汀21年 ら月 下旬bXら8月 上旬 ま で'

で あ つだ .

実 瞼 三

実 鹸 冒二 の縮 果 によ り8磐才莫窟fif「左調 査 レた。
●

婁 験 四

還常 の方 法 で行 甑 癒 の採取位置 な頂端部分 のみ に限定 ひ こ

癩 に菜 を附 レた{、の と附 きない 乞の と£作 η た.

両方 に沃 素 の高農度(0.」67%)庭 理 を行 つた.上 壌 は赤土a一用 ひ

た,

調 蒼 期 間 は、昭 和2」年5月 下旬 か ら8月 上旬 ま で'であ っ た ・

実 、駿五

貯 藏 澱粉 含有 量 と発 譲 と の 関係 を み る篇 に行 》つだ.

1年 生 の 毛の と2-3年 生 の 己の2の 両方 左.試 験 皆 に蒸溜 水 左

人 戴 た 中 じ掻 人 レー置喬の閣凝幻又て、穣1蛍面.維 断 愈 二つと澱1粉合 量Ilz

定性 酌 に 調 べ た。澱 粉 の呈 奮反 賑 に ぱ.ヨ ー ドヨー ド加 里液 客用

ひ た 。

調査期 間 は 靡寡∬21年の6月 中 ごあ る。

実 験 ・六

楽 根 の起 源宮観察する爲 に行 っだ。

蒸溜永 を人飢た試験管中に挿穂 のユー3年 生 苞挿 入 した。荷 穗 の



壁 表 面二が消 り 隆 起 した 蒔 に 手 坑 を行 っ て,槍 鏡 した 、

調 査 期 間 ぱ,癬 知21年5月 づ、ら6耳 ま ご ゼあ つ た 。

(註 ・一)づ ヒ京 産,九 州 帝'闘 犬 単 藻 学 部 旅 学 数 室 真 櫨 裁,昭 和 ユ8

・年挿,植

(註 ノニ)氏 素二賦 「ヨ グ ソ」 と よ3∫・ ア ル フ ア ・ナ ブ チ ー ル 酵 酵

加 里 を 主 割 とL、 こ 淑 に ビ ダ ミ ンB,彦 配 し た 宅の 。

富 山 イと二単 ゴニ業2蛛L式 会71辻製

(註 ノ三)(註 ノ四)三 共 株 式 会 教 襲 ・ ヘ テ ロ 才 ウ キ シ ンぱ 蔵 品 名 ご=

3一 インドー ル醗 酸 加 里 ■'あ る.

皿.實 験 成 績

実 鹸 一

衰 示 す 爪 ぱ箏1♪2,3,4.表 の姐 くZ・・あ る。

活 着 訂 能 の 展)iVK赤 土 ビ径0,2`輪 長 さ2cva,(の 活 着 率 は294

助 ご あ リ.侠 試 本教 』7本 の 内.秦'根1た の は5本,カ'ル え 形 成 本

数'1ま7本 で'あ っr?、 そ の容 』責likiまか っ た ら0.0628ccご あ つ だ 。

砂 よ ご は 径O・2C飢,長 さ4`伽 ご 活 着 牽 コ3,3%ビ あ り,侠 試 本 数 コ5

本 の 丙,発 根 した の は僅 か2不 で,方 ル ス 形 成 木数 ぱ∫2本 と な りj

ぞ の容 積 盈 な がつ だ ら9」256cc・ で'あ つ た 。

圃 上 で ぱ 活 着 訂能 の最 小 は、 径0、2cen.長 さ2C伽 で＼その 活・着 考§1ま3.8

40で あ る次 ・供 試 本 数26本 の内,黎 根1ノ だ の1ま崖 か1本 で あ っ て.

方 ル ズ 形 疲 木 数 偉4太,容 積 葛 ぱか っ た ら0,0628(℃ で・あ つ だ 。



第1表 活 着率 ・容積 一 覧 表



第2表 赤 土 に於 げ る挿 木 成 績



第3表 砂 土 に於 げ る 挿 木 械 績
__昌 一 ・___"■ 巳凹Lin_._.一.--一 一 ・___."""._一 一L-一"一".一"一_一L.一 一`.i.L"tLL-L]L"一 ■幽一魑口A--Lt-一 ー監_L_



第4表 圃 土に於 げる挿 木 成 績



尚 活 蕎 良 好 な も の は赤 上 ご は、 径0、2con、 長 さ8CWt(活 着 …華60・Oo%・)・

穫04cη1,長 さ8C,1日 活 着 率6。 、0%).樫O,6e・ ・日 長2E8cm(シ 古蒼 肇

75、働).径C、8c伽,長EIDCe;i(活 着 牽 ・Tα04・♪・ 径i」・Oc4n・ 畏E

2cen(活 看 率63.2%)で あ リ、 砂 土 で■耀o、4C↑1日 長E8cen(活

書 §6α0%)、390.4cen.長 さ コoc償zし活 蓄 牽60の%)・ 脛0・8c"ln・

長 さ8働(活 静63.6%)、 倒 伽.長 き2αt(灘 率 ワ。.。%〉 倒D

⑰日 長 左6CWt(活 看挙60、0%),径 」、Oc勿,長 さ8c7・t(活 蓄 牽 鉛0%)

力蟲 好 で',圃 土 τ・}ま御OC卯 ε,長 さ6C伽(活 静66・6%),」GEi10con・

ftさ8COn(活 着 率6α0%♪ が 良 好 を 械 績9示 し て ゐ るo

圃 上 に 於 げ る成 績 岐 赤 上 、 砂 土 に 比 べ る と.き は あて 悪 い 朕 態

X示 レて ゐ る 。 顧 麹 事 は 、 長 さが8ωz① 場 合,径 土nc・:・V・S

は ら ザ 他 の長 さ に地 較 して活 着 輌 ま き はめ て 大 で あ る ・

冬 芽 乞挿 痴 ご附 着 健 融 の は ・美蝦 本 数 並 加 レズ 形 成 本 数 乞

高 め る綺 果 とな る。

ガ ル ズ 形 成 木 数 と発 根 と の 開 係 は 、 第2・3、4表 に み る 如

く 、 一 挿 編 ご発 根 して方 ル 肱 形 廊 てゐ 醗 の と 一 ル ス 形 成

な くLて 発 根 の み の もの と.発 根 しなOで'プ アル ズ形 成 のみ の 多の

と の 三 場 合 で は、 努 根 の み と ㌔〕ふ 場 合1謎 は め て少 く、 方 ル ズ 形

成 の み と い 戯 陽 合 がL・番 多U。

挿 爲 の 容 撰 よ り冤 るな ら1部 容Ptb・ ・同 じ'であ つ て 質 豆 畏 さ の

翼 刷 二從 ひ 、 奏 根 が蓄 し く異 奄 る傾 禽 が 尾 ら}iし こ 東 ぽ 各 」二震 に

於 て昆 ら 承 る 。 即 ち径0、2c・in、長 と8こ?花 と 、 径0.4(・]1・ 長 さ2({?z'LてNN

は 、 容 績(オ 冒封 的)02512(二cで'同 ひ で'あ るが 、 ゼ の 発畷更成 績 は 赤

土 で'前 巻 ダ60%の 活 蒼 牽 左 示 す の に 反 し・後 看 は0%、 砂 土 ど 前

勧 錫 、 後 劃 脇 ご あ リ.圃 土 ご旬 者50殊1菱 勧 コ5縫 示 し・ 差

」」㌧署 ら 蹴 た,。ズ 径0、4Cpt1、 長 さ8c鱗 と 径0、 ∂鯛,蟲 芒2CMtと は 容

積 」、OO48ccで 同 ど・で'あ るt・・、 赤 土 ゼ ぱ 前 呑60%1=封 レ、 後 看IS26、

7%、 砂 土 で}よ前 香60%に 射 し.IAigaS、2%N圃 」二で 前 看 がB%

に 罫 し、 後 看 は77%とL・ 、マ活 巷率 左 示 し、 差 う環 ら 騒 ・ ヌ 容



積 が 大 に 奄 る に っ 庶 膨 ず し も活 着牽 が 増 す と は隈 らな し)旅 に 思 ぱ

蹴 、反i緬 こ容 贋 が・爪 で あ ζ)2tXら と21-oて 膀 ず しも活 着 率iが 低 い ど

は 云 へ な 、、様 に 晃 へ る 、

実 験 二 ー

表 示 すAt一ぼ 第5表 ・の釦 くで亀あ る 。

無処理 の場 合 二 等 分 した 捕 濾 を用 ひ た方 次 、四 奪 分 レた 挿 穂 よ

り も 成 績 よ く.こ 八 ぽ砂 上 、 赤 上 、圃 土 の各 ダ に 見 ら 東 た 、

四 專 介 むた 葎 穂 は極 て悪 く 、 特 に注 目 す べ きは 多 少 ㌍1と も 葉 を

附 け て 置 い た リ.或 ぱ芽 乞附 け て 置1;tぼ 容 易 に活 着 す る 事 で あ リ.

こ 淑 は砂'土 のE!!ll等1分の 場 合 に 還 ら 取 た 。 又 四 等享分・の場 会・、 各 土 濃

と も無 慮 理 の1.,の が・生 長 ホ ル モ ン虞i墾 した の に比 し、 憧 オ、な・顔・ら

多 く 秀 根 レて 居 り、 各 土 壌 と も同 様 な 発 根 率 芸 示 しτ ゐ る 。

第5表 分罰挿 木の ホルモ ン処 理 一 覧 表



砂

土



二?i・分の無麗 運 琶 では 各 土 虞 共 約609・ の 活着牽 髪示 レて ゐ る.

生 長 ホ ル モ ン塵裡 ご＼ 沃 素 の二等 分 の場 合 蝿 ると ・ 赤 上 で'は

生 長 ポ ル モ ン濃 度0.16・7・1・(高濃麗)の 時 が83勧 活 蕎 牽 を 示 し・

他 濃 度 よ リ幾 分 よ く、砂 土 の湯 合 は濃 度O,338・7Z。(中濃 度)が 弛 よ

り す ぐれ てゐ て活 着 牽80%左 み せて居 り、 圃ナ の時Lぱ大 略 他 上 壊

の 各濃 度 の場 合 に比 較 する と よ い成績2:示 し、と くにo」%の 覆 度

(低 襲 度)の 時 劇oo%の 活 着バz:示 レてゐ る。

こ 躍しうぎ見 ると 芝 、二 等み の場 合 、沃 素 に ょる濃 度別 の 輿 騒 は土

震 に よ リ異 な 翫結果 を示 し て ゐ る。

ア ル プア・ナフダ リ ン甦 酸 の二 等 分 の場 合8み ると、 各農 度 共 各

土 壌 の成 績 は 庭好 の結 果 を示 し、多 少 の差 はあ るが ・濃 度 胴 、上

康 別 に よる差 異 は見 らmな い。 赤 土 のO、OO5%(中 濃 喪)の 場 合

活着 率iは■00⑳ の最 もよ い結 栗2示 して ゐ る。

ヘ テ ロ オ ウ 午 シ ン の二 警 分 の場 合 、 そ の敷 果 は各 濃 庚 共 他 ホ ル

モ ン蘭 に比 レて劣 つ てゐ る 。 とく に蕃 し、}の は圃 土 の場 合.各 濃

爽 趣 め て悪 く、無 庭輝 の場 合 よ 楯 着 牽1ま低 下 しζゐ るPV'・ 赤 上

の 時 の0、002%(低 農 度)虞 埋 ゼ は1000foの 活 着es-'2(&LiYて ゐ るn

JX上 か ら して二 辱 分 の場 合19.沃 素 は 土 康 によ り そ の最 置 濃 唇芝

を異 に し、 ア1レフ ア・ナプダ リ ン潴 酸 は濃 度 に よ る差 異 は 恋 ぐ、 ヘ

テ ロオ ウキ シ ンは各 濃度 共極 め て癸 根 促 進 の程 度が 低 い。

工震 別 よ りみ た と き、大 変 好績 果 を示 してゐ る場 合 ・ で のホ ル

モ ン繭 めそ の濃 度 オ贈 の土 壌 に 最滝 ていあ るか ど う捌 ま捷 聞 で あ る

が 、 赤 工 の場 合 ぱ弛 土壌 の場 合 に比 して 各 ホ ルモ ン蘭 の各 衰 度

共 成 績 か摂 好 で'ある様 に考 へ ら}}/・る。

四 客 介 揖 馳 各 工 壊 と註 長 ホ ルモ ン剤 の致 果 ぱ全 然 な ・、准

砂 虹 の場 合 、 饗 分1舌蕎 乞み 症 てゐ る のは挿 旙{コ 勿 か 葉 芽 乞耐 して

麗 い た 罵 で'ある峯 は前速 し乃 が 、 」 の場 合 、ホ ルモ ン痢 で痴 理 し

た場 合 は蒋 に交交果 オギ大 で'ああネ・叢にノ思は れ る。

無 虞鳳 生蟲 素 ル モン虜理 両方 と 宅、 二 写 分 した挿穗 を 用 かた



方 グ 四 埣 分 の欄 を用 亦た場 合 よ り活 着 率 蔦梓 ごあ つ て、挿 穂

に封 す る 多 少 の菜芽 の附 看 は・発 撮 致 果 左大!2す る むの と考 へ ら 躍

δ,

二 辱 介 囚 等 分 にっ い て各 土 藤 ともホ ルモ ン奏 理 し乃場 合 、カ

ルえ 形 成 の み といふ場 合 は殆 どな く、 カ ルズ形 成 と夫 に癸狼 し τ

ゐ るが 又 発 摂 のみ の二 澄 リで'ある。

実 鹸 三 、

結 剰 ま第6表 の如 くで あ る、



第6表 分 割 挿木のホルモン処理 による発根箇所



主



・分 割 しτ挿 木 乙た 場 合 、 そ の 発 撰 場 所 は 切 口 、樹 皮 、 縦 断 面 、

切i返 、皮 目 、芽 等 で あ るが・犬 蕎B介 薄 切 ロ 、 繍i断 一面 一.尉 皮 ご あ る。

沃 泰 櫨 題 し た 蕩 禽 二 客 分 の 赤 エ で は 切 ロ.縦 断 面 力・ら 発 根

す る の が圧 倒 的 に 多 く、砂 土 の 囚 薯 分 の場 合 は縦 断 貢 か ら の が 多

い の 隠 ・実 鍛ぎ・二 の 斎吉果 と蘭 蓮 レ て興!床 あ る事 と.考 へ ら 欺 る 。

ヘ テ ロ 才 ケ キ シ ン慮 遷 で一ま 、赤 主 の 二 客 分 ど切 ロ 、 縦 断 面 か ら

の 発 根 が着 レ い 。

生 長 ホ ル モ ン剤 の 濃 度 別 に み る な ら ば 、砂 土 の 二 等 分 ご ぱ 、 沃

秦i(力場 合 守;;,Relet,震i(Oj38%)で 虜 理 しだ 邸寺は 坊「口 、才封皮 か ら 多峯蒸夏 し.

切[rか ら の が 多 くア ルフア ・ナ フ ダ り ♪醋酸 で は高 濃 度(O,02%)の

、と き ・切 口 、 樹 庚 か ら発 摂 し、 そ の 丙 、切 口 か らの か 多 い 駅 態 客

示 レτ居 リ、 全 体 を み る と 縦 断 面 、切 題 稲 分 か らの 発 根 は 産 少 で

茂 目 か ら1ま発 根 し てゐ ない 。

膏少・土 め 囚 等 分dg、 沃 素 の 中 濃 度(O.138'4e)0)lis-、 発 オ璋本 数2

本 ご あ り なが'ら 、 摂 数 は 縦 迷意面 よ リ49太 、切 ロ部6>が ら]4本 癸1

根 レ て居 リ、極 め て 顯 着 こ あ る 。

圃 土 の 二 等 分 ご は、 沃 素 の 低 濃 皮 ω 、醐 、 反 び ア ル ブア げ プ

ダ リ ン酪 酸 の低 震 度(O・OO2・/・)の 時 ビ 比 較 的 切 認 部 分 か ら の発 根

が 多 く 、樹 波 、縦 断 面 、初 口 部 分 か らが こ或 に つ3.)で ゐ る、

赤 土 の 二 等 分 で は ・沃 素 の 低 濃 度(σ ユ%)の 蒔 、発 根 本 教4本 で

根 数 は 切 口 か ら33本 、鍵 断 面1か ら21本 と 、】ふ 成 縫 茨 示 し、 ア ル

7ア ・ナ ブダ リ ン藁 爵気で一ぱ高 農 慶(O.02%)・ 庶 が'ヘ テ ロ オ ケ ヤ シ

ンの 高 濃 タ隻(0、01iゲ の 、[F}蔑 度(0、OO6%)で'は 切 口 ・藩射ノi芝、摩質i断

面 か ら発 根 し て ゐ る 、

実 瞼 匹

裏 示 ダ、}1ば第7表 の如 く で あ る 。



第7表 先端部分及び その部分 に於 ける
葉の有無に依る挿木成績

実 験 二 に 依 て得 た結 果 が ・ こ の夷 験 に(£/り て 一層 判 然 と す る の

で あ つ て 、 先 磯 に乗 左術 して ゐ る陽 含 ぱ藥 畠 虞 理 に よ つ て ・趣 め

て有.331τ'100%,(ク)活 ・替Z卒Sを 示9-(7)1・:2iZし ・ 先 端}二 菜 をr附 芝三なU弱 寺

は 、着 着 傘 は 前 看 の約 羊 分(56◎ 胸 占 な っ た 。 両 看 の場 合 と も

方 ル ズ 弼 成 は 認 め ら 淑な か ・つた 、

実 験 五

澱)粉 含 量 は ユ年 生 よ り2-3年 生 の 方nv多 く、 割 合 に澱 粉 含 量

の 多 い と こ、ち よ リ発 振iす9・.{墳二向 か・み ら 寂 る。

一 且 発 根 した ら
、 そ の 生 長 す ゐ割 合 に要奮 助 澱 輪 は 藏 少 し糖 類

に 変 る{,の 、様1で あ あ,



1年 生 の葎 繕 ぱ2-5年 主 の ぞiUにtUxす る と早 く澱 粉 が な く な

る様 ビ、 こ の変 化 は 宍 融 開 蜻 後7-10日 贋 よ り晃 ら 虚 た 。

実 腰 六

速罠原 体二の翠刀期 形1双 ほ免9ら 照なり 、つ た が 、根 の す べ て の 組 緻 は 形

旗 欝 に起 漂 し て ゐ る もの 様 に見 ら無 た 。

.考 察

1活 薫訂能 の最 ノ!、、良 湊i

量 豹 に ・ぐの蔚麿 ヅ大 変 ゆ・目場 合 、 こ 班 乞早 く大 量 に{繁殖 す る脚

嚢 が・生 ブ ると 三、 この調顧 ぱ.極め て重 要 であ る,

輿 験 鰭 昊 か らみ て、 活 着 可 能 な ら しあ る因 子が從 來 め挿 木試 験.

、 よ リ大 変後 維 しでゐ τ 、こ の因 子 の乍 用 が微 砂 に働 芝、 入 爲 的 に

適 切 な る動 ガ を奨 へた場 合 と、 あま り入罵 前 に1動力 玄 興 ろ、な か つ

た場 合 と こは漕 養 訂 能 の最 爪 は可 成 リ差 異 が み ら煎 る もの と思 軌

ゼ盛 τ本 実駒 こぱ セ の中間 な とつ た の であ つ τ ・そ の奥 よ り しτ

考 案 レてみ 鳶い 。

今盾 着 訂能 なら しめ る因 子 の霞 ・本 実 験 ご叛扱 ・っだ主 壕 る もの

は界 的 様 件(環 廃 廉 件)と レで.捧 木 床 の土塵 問懸 と、 内 的 際件

と レて葉 芽 の存 在 の肩 無 豫 借 と して 生 長 ホ ルモ ン劉 の便 用 と 、

本 実 、鹸に と リ最大 毎因 子 で'ある挿穂 形1態 上 の問顯 、頁口右通 幣 の方

法 で径.長 き をき りっめ て行 ふ ψ1.分 割 琶行 ひ二 等 介 、 或 は 匹 等

分 に した場 合等 乞販 扱つ た 。

(A)檸 穗 形 態 上 の簡題

(α)蓮 常 の挿 穂

長 乞2C11、 径0、2⊆m彦 本 夷 騎 には 鼓 爪 を挿蕊 と レ て販扱 つ た

が・、多少 の差 異 は 箆 ら温 る げ叡 ど、 ぞ の犬 ぎで冶 着 出 來 る結 果

を浮た 事 ほ 、催 因 子と関 連 レて、 シ モ 二 一 ド副 ・ま趣 め て 介 生磯 ・

能 の犬 獅 柳 で ・泣 的 條 件 の眞好 な もの であ る と考 へ ら 鼠 る、

こ の蔵 墾 の 穴 さぱ砂 土 ご'は摩 ひ2Clη 、長 芝ま鐸・ っe最'1＼町 雫 っ



で 由 るOv'、 こ の砂 土 で径 ひ2Clη 、 長 さ2Cmの 挿㌧穂 あ犬 ざが 濡

祷 しな い 原 因 がヨ=壌 に よ る 吉の と のi刈定 は 孕 急 ご あ る と 慰 ξ}・

な ぽ 凶 罵 的 に相 富 の助 方 を奨 へ 脚 訂'、こ の挿 蕊 の 犬 さ に よ る

満 着 牽 区 訂 成 り高 め る 事 ・1)い出Kる と考 へ る 。

(4)分 割 した 挿穂

こ 辱 今 と 四 等 脊 と の 挿穂 亙 用 ひ1こ場 合 .各 土 壊 とd四 等 ・分

の方 〃滅 績 悪U辛 寅 は 荘 理 上 丙 的 僚 件 客極 め て悪 く レ こ

叡 は叢 常 の挿 癩 か ら、 こ二等 介 の分 劇 、ぞ}Rよ り四 等t介・の 分 翻

へ ど 汗 く1={rCLN .こ のiSR件 は惹 く な リ、麺 常 の分 割 跨 い挿

,癒 のプく さ遂 こ双 苞 き りつ 浸)る こ と は 出来 な 口様 に 思 は れ る・

(B)t機 偵E・!牛

澹 看 訂 能 の 最 、1、眼暮 上 ま りみ た 土 壌 の問題 は 、 赤 上 、 圃 上 ム

み径…O、20飢 長 さ'2cmの 穏 の大 さ迄 活 着 し て∂b&)lv',砂 工 一?'は

径 σ、2αト 長 さ40翻1か 最 小 と な つ てゐ る事 実 ぱ 一 考 宮要 す る も の

で、 土 穰 の濯 慶 水分 等 の 際 件 客看 慮IOλ ノkた 上 ゼ の判 断一乞 し な

1ナ 淑 はt一愈 ら な い 。

(C)蒙 芽 の有 無

薬 弄 の 都 〕てゐ る挿 穂 ち 葉 で・は痢 憲の全 部 左埋 浸 しなU隈

リ可 威 り この もの 磨ゝ 根 に及 ぼ す影 響 は犬 で'あゐ占 冤 な け踊日こ

な ら す反 鷹 購 果 から して明 らか ごあ る。 こ 淑 につ 収 の発 凝

じ 反 ぼす 馬 響 は次頂 に速 べ るηや、 然 し穗 で 双 膚 身 励 酊 成 リの小

さ・罵 の 莇 るか ら葉 芽 を附 す 葛に しても 極 め て刷 限 芝蹟偽

事 は 今 更 云ふ ま ゼ もなNl。

①)生 長 荊 レモ ン庭 理

挿 穗X分 割 し醐 給 の み にホ ル芒 繍 理111行 つr:1・1二 筆紛

した蒔 の効 果1ま無 慮理 に 比 する と大 と な る結 果 か らZ.て 、 分 割

乞行 球 な し)場合 に 書活 着 可能 の 最 ノ1日で野興 す る こ と は犬 ご ある

,ヒ 目 ラ
乙.メ ご・ ・励o

貿 上 の 諮{廉 件 乞 み る と 誓 手 些 マ 評`畢!・ ・単 容 瑳　嬬 と レ τ璃 ・



杁 る彩 態 に よ リ左石 乞 蘇 ゐ もめ で 、 こ水 に 内外 的 茜係 件 が 諜 合

的 に作 用 す る事 に よ り、 最 爪 の隈 尋 学 きめ られ る もの で あ る。

2.集 芽 の発 振1に封 す る影 響F

挿 徳 に芽 又 は葉 な有 レて ゐ る事か・犬 変 発根 に有利 ビ あ つ τ 、就

中、 加 匠 ン庭 理 した時 に は 、 芒 の効 果 カザ顯 着 であ る事 輿 賦 実

駿 一、 二、 囚 の結 果 に よ つ て 示 き}}1る。

な ぜ葉 が発一艮に封 し有 禾11で'ある ウ、はsachs氏(1882)以 來 研i究

乞 最 て居 リ、根 の器 官二形成 に戴 特 殊雪勿賃 が乍 用 する もの と考 へ ら

叡.二 戴劉葉 ゼ生 成 芒れ 、基 部 に移 動 し、挟 を切断 し た詩 、 こ の

特 殊 物 實 の移 動 が 切断 面 ゼ阻 止 芝}}1蓄 積 芝承 て凝 の形Ptlt促 進 す

ると が、 菓 に形 広 左叡 るホ ル モ ンの刺 載 に よつ τ発 根 作 甲 が憩 る

と か、 榮養 に関潅 して葉 ぱ再 生 賛料 の供 給 呑 と レ、或 は氣 ま炭 水

化 物 勿生 成 に 基 くか ら等 と の請 解繹 。鰯 る 跳 本 実験 二 の縮 果が

ら西 等介 しだ に も拘 らず 、砂・土 の場 合 葉 な 多 少附 着 レて ゐ た罵 盾

着 ひ 生 長 ホ ルモ ン庭 理 璽慧 リ樹有 利 ごあ つ た乳 又 ホ ル モ ン屍

理 し τ 藻 勘1塊 ・耀 ぱ全 然 摂 が遣 な ・帝 実 及 襖 融 四 に でホ ル

ホ ン虚 理 に蘂 屯附 着 させ て置 くこ と が 如価 。大 切 で、 発 椥=顯 春

姦作 用 乞及 ぼ'し旦,根の生 長 笈良 好 な ら しめ ると 仏了1結果 か ら して

Wen† 氏 等 の提 唱 す る りツオ カ リ ンぐPh;乙OC∂1複e)の 如 き特 殊 賜 貸

av葉DXら 下降 して オー ヤ シ ン(A画 の と…玲働=よ り舛 鞘 組 鋤=

根 康体 左形 成 す る と旨解 釈 が 妥 當tあ るが 、 ⊃のRi彪OG鋪 ㌍ ぼ茱

に よつ て乍 らltl5事1■・Ceoper氏1慧 ∂ τ饒 に恥 訓 ・Σ 　し鵬

る。Auxinは 挿 穂 丙 ごR肱ocδiine碗 多動 分和 二影 響 区 反 ぽ1.

旦能 勤 化 す る 」と に.〈り.闇 援 に発 漆麟 凋 を従 潅 ナ 弱 の と 還 る

べ き であ る.

芽 に禮 ξ る大体 菓 と厨 じ作 用 を有 す る もの 老思 は 蹉Lる、

尚 蒙 芽 の1乍齋 が発 根 に封1,上 述 の如 菱 、好 影響 左反1で すが 、 過

多 にな る と水 介 蒸敢 がは ザ しく、t",の 鳥 根 の生 戒C不 良 の影 響Z

興 へ 、 又挿 木床 ぢ簿 開 左せ る罵 、 病項 葺 の穿 生誘函 と な る等 、 去口



つ 宿 乍 馳 呈 する結 果 とな る の で、 葉 はその挿 濾 の犬 さ12よ り

適!宜 「こ附 すべ きで璽あ る・

3.上 震 ど 発根 との関係

外 的 味 件 と しての土 震 の影 響1詞 励 六 激 、 挿 太 床 と して董

んtf一らMk.挿 木 に使 用Ethtる 場 乱 発 根1=好 都 合 な土 壌 麟 は

大 別 し韓τ、 次 の三1こな り1ま しな い か と思 絃 拠る・

G)腐 敗 し易u有 機 物反 が 無族 肪 塩 頬 殊1二窒 素 化合 物'の乏 い}事 、

(沿71〈diEil一ち1"'よ くて」麺氣 の・よい 事 ・

(船温 度 の桓 嘗に 高い 事 、

今 実 聯 盲果 か らみ る と 面土 の 成 繍 ま砂土 、 赤 土 に比 す る と

趣 め て 悪 惹 この頓 向 は ホ ル モ ン痴 蓮 芝 した場 合 に 躍 め ら 激.

る。 元 來 発 根 に ぱ窒 素 分 の 少い方 が成 績 が よUと 云 ・了摩 は 白 く

蝕 ぽ 氏(ig2・6)等12よ り認 め られ、灘 藪 原 頗 コ943)は カ シ

類 の 挿 木 ゼ蜘 二有機 物 及 猷窒 素 分 に と む上圃 転 挿 太1こ悪影 響

を反 ぼ す牽 起報 告 レ(ゐ るが 、束 養 分 ¢少 い即 右有 機 賃 の 少 い

土壌 と ・し て の砂 土 、赤 上 は圃 上 に比 レで成 績 良好 だ とは上 迩 の

Φ の観 夷 か ら し て妥嘗 ご あ る 。 脚1ど も斯 撮 に有 協 物 砂 戯

懐 乞用 ひ ると き は課 ハ も す る と黄 燦1二矢 す る恐 れが あ るが ・

弱 度 の 乾漁 ま和 つ て発 根 によ ・)ヵ撚 し 練 躍 疲 ・攣 燥 させ る

と 発根 乞不可 能 な ら しの 、 こ ・に 管理 上 の困磁 が 祥 〃 乙凍 凱

次 に保 永 力 の上か らは、 犬部 ・分の若のは消 ミ水 今 多 、・もφ 荏 発

根 季 が 高 いが 、本 実 駿 によ リ発 摂 し創 の 蜆 る2.鰍 釣1二

水 分 含 動 癌 い罵 上部 の組 織 は外観鍵 全 であ っ て し、基 師 が腐

敗 し て ゐ るのが'尾 ら激 、 こ 淋 は実 駿 一 の場 合 の圃 よ、に よ く み ら

脚 ㍉ 永 介 も上壌臨 類 にSl)適 度1=調 節 しなく τぱ な らぬ。 尚

反対に 水 今 不足 の蒔 は乾 固 レZ発 根 レなt】。土 壌 中 の永分 と空

薙 と の 比率…と共aこ の保 水 力 の問題 ぱ挿嬬 に封 す る夫 短 中 の潅

度 占関 鮮 レて吟 吠 しを く て は な らず 、 そ 飢は捧 徳 の発摂 ρ 於 け

る董 要 因 子 ～あ る。



4・.カ ル ス 形 成 と発根 と の関係

癸 験"の 結 果 に よ ると挿 穗 の入 さ に拘 らず カ ル ス のみ 形 成 翻1

る場 合ly-一 蚤 多 く、 発 根 の み とU、 了場合 は極 あ て少 口。 こ}1日ご反

して 実瞼 二 の結 果 は分 割挿 藷 些 ホ1レEン 庭 煙 レた 事 に よ り、 カ ル

ス0)み 形 成 乞取 る場 合 は殆 ん どな く_ガル ズ形 成 と共1ユ発1撮 レてゐ

る力祓1誇 根 のみ レてお る 二海 りで あ る。

前者 の1易合一は才車穂 の夫 きijv.、才亟バ、で赫!つでL、 方 ノレズ の形 成 は

莞 らyR、 」t叔と夫 に発根 レて居 り、捲 択 だサ と云6、塀 合 ぱ 少一}の

まみ る と茎、 カ ル ズ形 成 は 発涙」 る前 堤 憬 件 とVτ 認 め ら訊 るオザ,

孝麦看 の場 合 には そ 淑 が'認め ら 淑 な 、}のは 一 にホ ル モ ン液 に浸 〉責

した 睾 に よ リ発 根 の方 は 捉進 さ顧 る帆 カ ル ス形成 に 聖まあ 嚢 リ致

果 が な く 、 む レろ害 忙 用 が あ るめ では な 、}がと橘 考 へ ら煎、 加 レ

ズ形 成 か 塾 根 の前 提 廉件 な る事 は}旨疑 問 と考 へ 奇 。

5.生 長 オてル モ三ンに よ る豫 借

@)・ 濃 度 別 に よる発 根 との関 係

実験 全 紋 か ら見 て、 ホ ル モ…ン痢 の便 用淺 度1磯 分稀 薄 な慮 が

あ るが,そ 串 こ も残程 度 の 差異 がみ ら}}画 。 湊 度 のみ に よ リ発

根 成 績 乞左右 す る事は出 來 凱 曳 ず受 の土懐 、庭 理1痔聞 に よ り

決,定 すバ き もの こあ る.曳 験 結 果 か ら レ て.天 素 の混 度 別 によ

5発 捉 の割 合 は各 土壌 に よ り最逼 混 度x異 に レ、 赤 土 ご は 高農

度 、砂 上 ごは中濃 度1圃 上 で は低 漉 皮 に なつ て店 リ ア 」レフ ア・

ナ プダ リ ン醋酸 で は濃 度痢 に よ る差 翼}ま見 ら711なQ。

ヘ テ ロオ ウヤ シ ンは各濃i皮共 他 太 ル モ ン蘭 に#iし 、 郊ζ果 が な 日

様 で・特 に圃 土 ご一ま成績 が 悪 い が 一万 赤 上 で'は低喪 麗 の場合10σ%

の沽 着牽 乞示 してゐ る の 客 尾 る、 結 局 沃 荊 こ於 ての み湊 震 罰 の

発根 成讃 が判 明 したに過 ぎな い。発 縫 め数 左み る と 乏特 に頭 著

ごあ るの は 、沃 素 の中;X度(o.3384b)ゼ.土 協 ま砂 土 で 囚 導 介

し た場 合 であ り、 葉 区多 少附 善 レて ゐ た 鳥 発根 し、 平 均1本 蟄

il縦 断 面 か らヱ∠体 、切 口離 介 が ら7本 山 て居 ウ、 又 沃 秦Jl低 蔑



度(o、 移)、 赤 土 の二 等 介 の陽 合 、 ユ.asrsi)m口 が らa太 簸

断 面 部 分 よ リ5本 出(居 リ、 え 響 ・才Pの 飢 か そ の凝 度 、上 震

に て.多 く の根 原 体 の形 成 を慧 超 レち爲 ゼ あ る と解 厭 舗 る・

(9)生 長 ホ ル モ ン都 の秀ζ果..

沃 氣 恥 フア・ナフダリン鰍(軌 一イ ンドー ル鰍 罐(

ヘ テ 。オ ケ 午 シ ン)酬 の 三 筋 モ ン酬 二就 てみ るじ 沃 素 は

アル ツア・ナツヂ ・癌 酸 加 里(Pしa3sl蹴 β{P舷 一脚 絢}race

'ictte)幽 と ビダミ ン畷 酸 鰍 ひ 忙禰 翫 腱 。齢1づ9＼)

の緒 晶 左 主 潮 と し、 え に燐 酸 方 ル シ ウ ム及 てズ炭 酸 曹達 並 ビ賦 形

藥 と し て轍 布 劃 乞配 し た も の で あ り、 本 実 瞼 ご は催 ホ ル モ ン蘭

に 比 レ成 績 蔑 励 撮 じ 慰 ま1}1、 で の理 宙 と して 次 の臭 を挙 る事

加嵐 來 る の ご ぱ な いか と思 煽

爪 ル モ ン剤 左牽独 に 用 を、め 場 合 よ り も、 で 双 に 第 二 の嚢 素 乞

併 用 麺 奎 に 鋤 致 果 脇 ゲ てゐ 藤1ま 一 扁 曽(」938)・

Schrle日e卜d338)、 研3)(lg39)P〈¥F4》 に よ ・蘭 ら訓 二 芝

liピて ゐ る が 、 沃 素 の場 合 ・ ビ 女 ミ ンB蔽 酸 堰 乞窮 二 要 索 と レて

入 搬 て あ り、 こ のひi'tani;ηB三 はRhlZOG∂hheと 犬 変 よ《似 た

{乍用 左有 す る もの ゼーま な 日 か とw墨 解 釈 の も の と に 見 る と,,i乙

東 乞 用 る、る こと に よ リR届ZOC旦1治eが 補 ば れ 、発 叔 鵬 に=な リ

lSし な 口 か と考 へ らvllる 。

更 に よ ザ 敗 果 的 に働 く願 子 で'な、)、か と思 は 飢 る の は カ リ ウ ム

橿 の存 在 ごあ つ τ、遊 離 酸 に比 す る と遙 か に有 利 め様 ゴあ る。ン

以 上 の 臭 よ り して沃 素 が 他 ホ ル モ ン剤 に 比 し て敷 果 良 好 な 皐

が 賂.こ 了 解 辻1來 るが 、thと 判 灘 レたXStオ ・・匙 水 る.程二のヌ文果 あ

脚 盃 ・ρ又 す べ て の場 合 に 同 様 の妓 果 あ るか は 今 後 φ寅 熟 聴

・つべ 彦 ～ あ る 。



6、分割 挿 木 の発根場 所

分 劇 しで挿 木 レた場 合 での 発 根 する場 締 。勅 ζ威 切 ロ面 の消,

.々上 方 、樹 瓦 縦 断 面 切返 、皮 日 、芽 の 下測 の各 部 分 が ら出 τ

案 る峯 が 」美i駿三の結 果 か ら分 っ た6脂 土壌 の蓮 類 反 が分一割 の しか

1三煎「右二二尊 分 す るlx囚 等4ト するか に.1/っ て各 々異/)て ゐ る汐v・、 雀直

物 個 体 の蛾養 翻 灘f蜘 ユよ・つて 支配 さll樋 華 ご、又 縦 断 藷 づ、ら割

合 多 く楽 根 レ でゐ る のは分割 す る蒔 の刺 勃 ド よ り発 根促 違 芝 薙 る

事1.,考 へ ら・1碕.実 験 三の結 果 はカ ノレズ の形 放 貧弱 ごあ っ てPt

ナレス ↓ りの発'摂は見 ら鹸なUで'最 む多 《 あ ら は観1iiの1さ切 口 塗 の

梢t上 蔀 及 び'坊返 部 分…蜜・舎 まな い切 ロ 面 の上 側 か ら ゼあ リ、 ぞ1教

に つ ぎ樹 皮 、維i断衝 .坊 ヌ客、皮 目、勇三の 下側 から ゼあ る。

7、 貯藏 澱 粉 と審 根 との関 係

楽 根 に 際 レk技 像 中 廼 冶 さi樋 栄 養 素 の 多 少 に よ り、 そ の程

度 を異 に す る もの ず、炭 永化 物二就 中 澱 粉 が こ}紹二関係 する こ と

グ犬 で'ある と考 へ ら 疏る.



顕 微群 の 方面 か らみ て、.発 根 し易 、}撞は蕪 砕 禰 樹 リ

塒 戯 澱 雛 量 塙 、〕の であ つて潮 呑i二碇 浪 溌 生 した場 合

醐 嘗 量 頒 憶 麟 織 榊 爵 在 レ て摘 の 峨 し、簾 柑

そ 舵 剛 繍 に嶺 殆 ど貯藏 澱 粉 の全 部 繍 費 ・盧 酬 て居 り・

新 梢 輸 墓 細 ・蒔 に発 根 性 の獅 ・のは、 そ の部 外 に貯 藏漂粉 含 量

の高v、 事 に帰 因 レでゐ15ら しく、 又CarJsoA氏6)(1929フ る認 め

てゐ る、 ヲ モ 二一 ドロ に於 て 乞孫 摂 部 分 ユみ る と貯 磁滅 粉 含 量 が

他 に地 べ て 多 儲 。ろ よ り発 根 し てゐ る傾 面 硯 励 、挿 穗 の澱

粉 奮 量 と発 根 との周 に 成麓 の関 係9右 す るおの こ は なGか と考 へ

ら煎 る。 黙 し炭 永イど伽 のみ の含 量}。よ ・・τ窄根 吠態 をみ るこ と ぱ

出.來 ず＼ 反 面 窒素 の合量 匡二よ つ て も相 嘗影響S}れ るか うコ)7)炭 水

化 筋 は発摂 する上 に礫 レて の一 重 嚢 因 子 とみ るべ きで'ある・ 更 に

麟 猷 た 事}よ 渡 発 根 硫 捷 の 生 長 するに 臨 て 澱 粉蟲

少 す るが、;}nigrs根 に伴 が澱 粉 が分 解2-,n・ 選元 塘}2変 るの で

は なN}か と考 へ る。

挿 穏 の 年 今 劫 み る な うば 、澱 粉 合量 は着 、・挿 穂程 少 くな ・嫌

ご 又糊 填 ρ変 はるの 諾 日揮 穗 程 早 ・〕う レ魂 へる・

8、 発 根の 超源

撫 強 ると 、」、現 恥 こt,}・tX二段 に加 ナて考 へ る ・郎 先ガ根 の

原 姶体 が 作 棚 る 二 払 爽 で是 がず申長 してダ邸 へ鯖 駿 と レて 出

現 す る 二遍 象 であ る。

そ 奴 根 原 体 の乍 ら、nる の はAux;}、 が 賄zocallηeと 芙働=よ

リ、A昌漁 がRblz。 脇1;ne;2働 をオいナ.根 原 体 とな るべ 差細鞄 の 分

化 左司 る もの 〉謙 で.又 解 剖 組 織 学約 資il{i一るな う1ご 肉鞘 の一 残'

は数 個 の隣 蕨 細 胞 の屯 芽 膿 挟 隙 め 柔細応 繭 形 鰭.靱 皮

諏 カ ル ズ 擁 麟 誕 源 す る ら し♂ λ9フ燗 涯 ニ ー}財 根

凛 隊 の初 期 形 顧 硯 樋 なか つ たが・、 摂 の ザベて の組 織 が 形 成唇

(の周 匪ll二起 藻 してゐ る ら レ く産i毫察2E澱 た・



.摘 要

(→ 本 夷,験1ま、 シ 芒 ニ ー ・ ド ロr〔PopulusSimor.tiク を1用't't'ぞ の

挿 穂 の活 着 可 能 の 最 爪 限 界 左 訳 め る σ,κ 圭 眼 と し、 こ 唄 と 共 に 生

長 ホ ル 芒 ン 庭 狸 と そ の捲 イ艮1薗 貢井、葉 芽 の発 択 に。反 ぼ『す影 響 、 土.康

と 発 根 と の開 係 、 加 レス 形 成 と雍 根 との 開 係 、貯 藏澱 粉 と発 浪 と

の 関 係.鼻 梗 の起 源 等 左調 査 らで 。

(こ)通 幣 行 、ひ挿 木 の 肇頒 で'循…、02cm,長 さ2Cm左 最ノ〕kとL、iil…1.OCm

K・2S(蟲 渚 畿 大 と す る犬 左に て各 種 の 組 合 せを依 リ、赤 む 砂 工 、

園 土 に 於 て行 ・つ.た。fの 績 果 、活 巻 可 熊 の 最 ・1臆 赤 上 で'・ 密0、2cm、

長 さ2cm(活 着 牽29.4%,ご 』容 積 はlO、0628ecビ'あ つ た。 砂 工 で'

は 径o.2>cnい 長 さ4cro(活 ・着 率i13、39e)で'容 積 はG、 コ256ccで あ

つ た.圃 よで は 径 。.2Cm、 長212cn}.(沽 着 牽3、8%,で'あ1).容

積sま σ、0628Ccビ あ ・つた 、

〔ミ)活 着 良 好 な も の は 赤 上 ガ 、径Q、2cm、 長ilE6cm(盾 巻i季6σ%フ 、

径 α4C飢 ・長ESCm(活 善 肇6G・/・)一 径0、 らc絢ト 長 芝8Cva(油 着

牽75%♪ 一一 径 α8c魚 、ff・tr;iO⊂印(沽 薔 華70%♪ 、el、Ocm、NE

2CmG古 着 牽632%)ビ あ つ てh砂 土 ビ は 、径o、4こ 疏1、 長 乞8㎝t

(活 着 奪60鈴)・ 径0、4・(m、 長2りoc醸(活 着 牽60%)、 径0、SCm.

長 さgcm〔 ラ舌昔 牽63、60/・)、 径10C販 ・ 長2E2cm(活 着 牽70%)、

径1.OCtn・ 長 と6C疏(沽 着 牽604・)、7K10乙Rl、 畏E8G皿(沽

9SS・looel・)eあ り、圃.LT"は 、径1・Oc叫 長 Σ6G軌(活 着 卒66.

64・)・ 径1、 ρcm、 長E8cm(治 蒼 率604・)ビ あ っ て 、 長 乞8=rtTl

の 場 合 、 狸 土震 撞 類i2拘 ら ず穂 の 長 さ1こ 比 べ て活 着 良 好 ビあ る。

又 土 壌 よ り 毎 飢 はへ 圃 土 の 成 績 は赤 土 、砂 よ.ロ比 べ る と趣 め て 不

成 績 ごあ る 、

(四)挿 穗 に冬 芽 を附 看 芒 して 置 《は 、発 オ更本 数 並 カ ル ズ 形 成 本 数 を

高 め る結 果2二 な る 、



因 挿 穂 の カ 〃 ズ形 成 ∠発 根 と の関係 は、 か レズ のみ 形 成 勲 る場

合 が 一 蕾 多 く 次 は発 根 レて 加 レズ形 成2yY!る 場 合 、一番 少・iの

は発 根 のみ ∠ 日、3湯合 で'ある,

(ガ 祐穂 の容 積 か らみ るな 引 ぎ、容 積 力祠 しで あ つ て名 ・径 、 長 主

の異 る に從 ひ峯 根 が着 レく異 な る傾 向 が各 土壌 じ於 て還 られ た 。

(・切 挿 穂 を通 応維 断 して二 等 分 した挿 偲 と・同 四 客分 しち挿、穂 で は.

無 虞理 の場 合 、 前春 の挿 穂 の加 廃 根 の成績 良好 で'上記 の各 土燦

に つ口 で同 ガ傾 向が 見 ら派 た。

⑳ 上速 の四e"分 の揃 恵ゼ も穂2多 少な リ為 葉 芽 左附 して置 引 ご沽

着容 易 で無 虞 理 、ホ ル モ ン虜 理 の何 双の場合 ↓砂 土挿 め場 創 二は

明 らか であ つ だ。

伽 二 等 分 の 無 奏 卿 転 各 土震 とt約60・/・ の沽 蕎 率 乞示 琉 ・

ω 二 等 分 した挿穂 の沃 素 の濃 翻1隷 る致 果 は、 各 土 壌12.S.つr

結 果X異 に し.ア ・レファナ フ ダ リ 瀦 酸 の)駿 別1隷 る致 果 は ・

各 上震 とli,大 体 聞LVで 、 赤土 の 中濃 麦 が ユ00%の 沽 蒼 率 乞示 レ ・.

ヘテ ゴ オ體 シ ン の灘 別 に よ る敦 果 は、翰 簸.祉 廟 ・よ・漂 を

り、 沃 素 、 アルフアーナ プダ リ●ン肇 酉菱に貝∠する と、1幾分 劣 る∫様 で あ る。

(十→ 土 壌 痢 よ りみ!三蝪 合 、 赤.上 の場 合・は砲 土1嚢に比 し、 ホ ル モ ン

蘭 の各 濃 度 共発根 成績 ぱ 良 好 の1様に見 へち。

(†⇒ 四 奪 分 の挿穗 を用 ひた 時 の 虞 〃 モ ン慮 理 の妓 果 は尾 らriltrekつ

乃 が、 鉾 に 多 少薪 を附L・・Z置 け1垢 皆 レ 無 鯉 よ リ 激 果 大

な る擬 であ る.

(十三♪ 二 等 分 、四 等 分 の両方 と 壱各 土震 で・爪 ルモ ン庭 理 した時 、カ ル

ス 肩 成 の み とΩ ふ 場合 は 殆 ど な く、 カ ル ズ形 戒 と共 に発根 し麟 るか

文 は捲 拘 鋳 の二通 であ る・

(梱)分 劉 挿 木 の発 根 場前 は.切 口 、・撰 皮 、縦 断 面 、坊1返,反 目 、芽

辱 ごあ るグ 大 齢 は切 ロ 慨 断 面 調 皮 ヵ・ら であ る。

(「岡 沃 素 て痴 理 した 二等分 の挿 穂 武 赤 土 に於 ては、 加 ロ 縦 断 面

から発'根 す るのが圧 倒的 に 多 く、砂 上 の 囚等分 の場 合 、縦 断 面 が



ら=伽 か多 い 。 ヘ テ口 才 ウ キ シ ン庭 理rは 、 赤 土 の二 導 み φ 時 ・

切 ロ.縦 断 面 か ら の 発 根 が 着 し 、き・

(掬 砂 上 の 匹 等 分 ご＼ 沃 素 の中 濃 度(α 」38%)の 場 合 発 根 本 数2

本 ご 、 そ の数}菰 從断mリ4∋ 本 、 切 口部 分 か ら コ4本 曙 根 レ て

ゐ る,又 赤 土 の 二 等 介 で 沃 素 φ低 濃 麦 ω 、14")の 蒔 、発1,摂本 数

4本 ご、蜘 翻 助 ・ら」3本 縫 断 面 か ら2ユ 本 ・繕 根 して ゐ る,

(十ピ)挿 穂 め 先端 に 葉Z有 レ て ゐ る場 合 と附 さ なt3Ut合 と を地 較 すti't

ぱ ・ホ ル モiン庭 運 で は後 看 σ、古 着 率 は56b/oゼ 、 前 者 の 釦0%に

比 す ると 約 半 分 で'あ る、 こ の両者 の場 合 と も 方 ノレス形 成 は 冤 ら 収

な か つ た 。

(杁日 葡 凝 粉 と発 根 との関伽 ま、 割 合 に澱 粉 含 量 の多 ・辻 こ ろま り

墨 根 す る傾 何 ヴ 冤 ら旺 一E発 痕 した ら その生 長 に應じ ・て灘 粉 は

減 少 す る.様であ る.i年 生 の挿 穗 は2-3年 生 の ぞ 液 に 比 す る と

軍 く澱 粉 が な くな る様 で'、この 変イヒは実 験 開 鎗 後7}10H頃 よ ゾ

見 ら協～た。

(rt)根 の すべ ての組 繍 ま形 成層 め 彊 顕1こ起 源 してゐ る椥 遜 ら・賄 、
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